
昭和 56 年 10 月 中座 

主な配役 

昼の部 

「深き夢みし」 

買物客岡田（白羽大介） その妻かつ江（佐久良国子） その娘まマリ子（若葉

美保子） 店員中川（渋谷天笑） 秋山の義母初子（勝浦千浪） 事務員白井由

美（大津十詩子） 買物客野尻（曽我廼家五九郎） その妻ひろ子（岸本康子） 

その娘あられ（秋葉陽子） 店員山田（曽我廼家文童） 初子の妹くに枝（双葉

弘子） 店主秋山由松（藤山寛美） 同業者平岡（守田秀郎） 同岸田（喜多康

樹） くに枝の夫小谷大吉（八木五文楽） 吉松の義弟秋山太一（小島慶四郎） 

副主任佐々木（樋口勝次朗） 佐々木の父源助（長谷川稔） 太一の妻和子

（御陵多栄子） 通行の娘（太景井淑衣・田辺厚子） 同男（足立昌嗣） 同女

（花井志津枝）  

 

「ご挨拶春夏秋冬」 

春―桜花爛漫 

滝夜叉（酒井光子） お三輪（大津十詩子） 静御前（四条栄美） 八重垣姫（月

城小夜子） 藤娘（滝由女路） 児雷也（小島慶四郎） 光源氏（中川雅夫） 弁

天小僧（曽我廼家文童） 十次郎（渋谷天笑） 助六（樋口勝次朗）  

御礼ご挨拶 

ごあいさつ（藤山寛美） 女将お勝（勝浦千浪） 同お滝（滝見すが子） 芸者御

陵奴（御陵多栄子） 同恵美園（御園恵美子） 舞妓照江（正司照江）  

夏―夏景色 

芸者（藤間良輔） 後見（藤咲賛多郎） 

秋―秋六題 

一、名古屋山三（四条栄美） 出雲のお国（月城小夜子）  

二、はるこま（滝由女路・鈴知音・千里野朱美・樋口勝次朗） 

三、久保田節（勝浦千浪・御園恵美子） 

四、秋色太鼓（男優連） 太鼓指導（神戸太鼓保存会） 

五、最上川音頭（交互出演） 

娘（藤間和良・藤間遊子・藤間菊晴・藤間扇匠・藤間新宮・藤間耕・若柳吉俊

彰） 

男（藤間良太郎・藤間良蔵・藤間勘正次） 

六、おてもやん（月城小夜子）  

冬―冬空 

素踊り（藤間良輔） 



フィナーレ（全員） ご案内（白羽大介）  

 

「猪さん鹿さんお蝶さん」 

百姓市助（曽我廼家五九郎） 同仁吉（伊吹聡吾朗） 同三太（岩田正） 同仙

三（服部哲治） 同与次郎（藤咲賛多郎） 同民蔵（沢田光生） 同女房お米（岸

本康子） 同お政（佐久良国子） 同お松（田代博子） 同お勝（林千恵） 分家

三五郎（金乃成樹） 庄屋久兵衛（伴心平） その女房おふじ（酒井光子） 久兵

衛の父庄右衛門（長谷川稔） 村の男辰造（宮路拓也） その母親お七（双葉弘

子） 百姓吉六（喜多康樹） その女房お石（御陵多栄子） 下女おいち（秋葉

陽子） 村の娘お鹿（月城小夜子） 同お蝶（正司照江） 村の男梅次（中川雅

夫） 下男吾助（藤山寛美） 村の娘お美代（鈴知音） 同お登世（千里野朱美） 

同お菊（若葉美保子） 同お秋（花井志津枝） 同お篠（太景井淑衣） 同お竹

（田辺厚子） 村の男鶴松（曽我廼家文童） 同徳三（渋谷天笑） 村の娘お花

（御園恵美子） 同お千代（青葉寿々代） お鹿の姉おくに（四条栄美） 三五郎

の女房お冬（滝見すが子） 久兵衛の倅猪吉（樋口勝次朗） 植辰の娘お糸（滝

由女路） 小作人甲（千葉蝶志朗） 同乙（里見たかし） 同丙（泉祐介） 同丁

（藤川八十吉） 祭りの男（羽根田竜美・足立昌嗣・北義剛・篠原小楽・関義郎・

梓太郎）  

 

 

夜の部 

「喜劇伝説曽我廼家十吾」 

夕刊売り大山（藤川八十吉） 落語家桂三朝（千葉蝶志朗） みどりの女将お芳

（御陵多栄子） 役者田村楽太（渋谷天笑） 大蝶の女房お孝（大津十詩子） 

浪花屋のお茶子お千栄（四条栄美） 浪花屋女将お力（勝浦千浪） 曽我廼家

泉虎（中川雅夫） 役者西海文吾（曽我廼家文童） 興行師豊島寅吉（藤山寛

美） 小宝席の表方三蔵（曽我廼家五九郎） 同弥助（服部哲治） 同清太郎

（泉祐介） 同好吉（岩田正） 同八五郎（沢田光生） 役者実川延若（白羽大介） 

弟子延三（藤咲賛多郎） 玄海組の者竜太（金乃成樹） 同兵助（樋口勝次朗） 

同虎（羽根田竜美） 役者文太郎（梓太郎） 同文三（足立昌嗣） 同文吉（関義

郎） 同たぬき（里見たかし） 同永井茶釜（喜多康樹） 弟子茶目吉（篠原小楽） 

文吾の妻三八子（岸本康子） 博多の芸者お大（双葉弘子） 楽々館小屋主立

花（伊吹聡吾朗） 浪花屋おちょぼお竹（若葉美保子） 役者渋谷一雄（宮路拓

也） 通行の奥さん（田代博子） 同娘（秋葉陽子・田代博子） 同老婆（林千恵） 

同男（北義剛） 同出前持（花井志津枝） 同娘（千里野朱美） 同仲居（鈴知音） 

同娘（太景井淑衣）  



 

「ご挨拶雪月花」 

プロローグ（道頓堀川と中座前） 

芸者一（滝由女路） 同二（御園恵美子） 同三（鈴知音） 同四（千里野朱美） 

舞妓（若葉美保子） 船頭一（梓太郎） 同二（篠原小楽） 芝居茶屋女将甲（御

陵多栄子） 同乙（双葉弘子） 同丙（岸本康子）  

夜討曽我 

曽我十郎（勝浦千浪） 曽我五郎（樋口勝次朗） 工藤の家来一（服部哲治） 

同二（藤咲賛多郎） 同三（里見たかし） 同四（泉祐介）  

御礼ご挨拶 

藤山寛美・酒井光子・大津十詩子・四条栄美・滝見すが子・小島慶四郎・中川

雅夫・曽我廼家文童・渋谷天笑・正司照江 

黒衣の男（宮路拓也） 

雪―宵の雪 

傾城（藤間良輔） 禿（月城小夜子・御園恵美子） 後見（藤咲賛多郎・宮路拓

也・梓太郎）  

月―月四題 

国定忠治（八木五文楽） 子分一（千葉蝶志朗） 同二（藤川八十吉） 同三（足

立昌嗣） 同四（関義郎） 同五（北義剛） 

「雨あがり」（交互出演） 

娘（藤間和良・藤間遊子・若柳吉俊彰） 男（藤間良太郎・藤間良蔵・藤間勘正

次） 芸者（藤間菊晴・藤間扇匠・藤間新宮・藤間耕） 

「月夜太鼓」 

太鼓を打つ男（中川雅夫・曽我廼家文童・渋谷天笑・宮路拓也・藤咲賛多郎・

羽根田竜美・四条栄美・勝浦千浪） 

太鼓指導（神戸太鼓保存会） 

「名月黒田武士」 

踊（中川雅夫・曽我廼家文童・渋谷天笑・宮路拓也） 

花―花の人形師 

素踊り（藤間良輔） 

フィナーレ（全員） ご案内（白羽大介）  

 

「左甚五郎噂草紙」 

参詣の良人清二（樋口勝次朗） 同女房お倉（滝由女路） 職人風の男駒吉

（白羽大介） 同政次（千葉蝶志朗） 茶店の女中おとき（青葉寿々代） 宮大工

棟梁茂兵衛（八木五文楽） 同女房お万（滝見すが子） 宮茂の弟子初造（曽



我廼家五九郎） 同安吉（宮路拓也） 同音松（藤川八十吉） 同仙吉（沢田光

生） 茶店の亭主治作（喜多康樹） 同女房おかく（大津十詩子） 茶店の女お

志乃（四条栄美） 鬼子母神の源助（藤山寛美） 飛騨の甚五郎（小島慶四郎） 

駕や亀八（曽我廼家文童） 同助松（渋谷天笑） お志乃の亭主幸之助（中川

雅夫） 遊び人丑三（伊吹聡吾朗） 同馬吉（服部哲治） 同辰次（藤咲賛多郎） 

問屋の番頭丹兵衛（長谷川稔） 西国屋女将お友（勝浦千浪） 源助の妹お種

（月城小夜子） 近所の女房おこん（岸本康子） 同おまき（佐久良国子） 同お

ちか（双葉弘子） 源助の女房おきく（正司照江） 元の手代太助（金乃成樹） 

その女房お雪（御陵多栄子） 金貸し九郎右衛門（伴心平） 家臣竹川（岩田正） 

用人山田武太夫（守田秀郎） お局松ｶ枝（酒井光子） 腰元常盤（御園恵美子） 

同紅梅（田代博子） 同山吹（鈴知音） 同巴乃（花井志津枝） 中間奴甲（羽根

田竜美） 同乙（足立昌嗣） 同丙（関義郎） 参詣の人（里見たかし・泉祐介・千

里野朱美・秋葉陽子・林千恵・梓太郎・篠原小楽・若葉美保子・北義剛・太景井

淑衣・田辺厚子）  


